
見るものを圧倒するような重厚さと、凛とした美しさを感じさせるルネッサンス様式の洋館。

明治37年(1904)、後の大正天皇ご成婚記念として、下中城町(現在の県民会館の地)に建てられた秋田県公会堂です。

今からおよそ100年前。今世紀初頭に秋田にこんなりっぱな建物があったとは…。

驚きと同時に県民として、市民としてちょっぴり誇らしい気持ちになります。

県としては最初の広い集会所だった公会堂では、いろいろな催しが開かれにぎわいました。

大正７年、その南側に、弟分ともいえる同じルネッサンス様式の、優雅な県記念館が完成。

しかし、記念館完成のこの年、公会堂は、塗り替えペンキの引火が原因で、火災によって惜しくもその姿を消してしまいます。

写真でしか見ることのできない公会堂。

明治、大正、昭和、平成。時代を超えて、何かを語りかけてくるような…。

秋田の歴史、文化の香りを感じさせてくれる、写真です。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。
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●秋田の昔を、写真で振り返ります。

文化の香り高く、威風堂々としたたたずまいの秋田県公会堂(「写真集あきた」より)

●文化会館自主事業

問い合わせ

８月21日(月) 午後６時30分開演
文化会館大ホール

●チケットは文化会館、ほんきん西武、秋田
ニューシティ、秋田ステーションデパー
ト「トピコ」で６月10日(土)から発売

文化会館q(865)1191

楽太郎・小遊三

寄席の雰囲気、落語の楽しさ、本物
の笑いと話芸の楽しさを伝える二人会
です。どうぞお楽しみください。

入場券/Ａ席3,000円、Ｂ席2,500円

落 語

公会堂炎上、左は記念館

三遊亭小遊三 三遊亭楽太郎

あきたノスタルジー


